
57

法
別
表
第
三
の
二
十
二
の
項
の
総
務
省
令
で
定

め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

57

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

二

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

二

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

四

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

換
え
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応

答

三

﹇
略
﹈

五

﹇
同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

六

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

﹇
58
〜
66

略
﹈

﹇
58
〜
66

同
上
﹈

（
法
別
表
第
五
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
）

（
法
別
表
第
五
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
五
条

﹇
略
﹈

第
五
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２
〜
56

略
﹈

﹇
２
〜
56

同
上
﹈

57

法
別
表
第
五
第
二
十
七
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

57

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

二

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

二

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

四

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

換
え
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実

に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応

答

三

﹇
略
﹈

五

﹇
同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

六

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
十

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
経
由
さ
れ
る
登
録

の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ

い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

﹇
58
〜
62

略
﹈

﹇
58
〜
62

同
上
﹈

63

法
別
表
第
五
第
三
十
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

63

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
七

略
﹈

﹇
一
〜
七

同
上
﹈

﹇
削
る
﹈

八

建
築
士
法
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
書
類
の
提
出
若
し
く
は
届
出
の
受
理
又
は
そ

の
書
類
若
し
く
は
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て

の
審
査

八

﹇
略
﹈

九

﹇
同
上
﹈

九

﹇
略
﹈

十

﹇
同
上
﹈

﹇
64
〜
66

略
﹈

﹇
64
〜
66

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
一
条
の
四

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第

二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

第
一
条
の
四

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第

二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

八

機
構
法
第
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す

る
給
付
金
の
支
払
及
び
追
加
給
付
金
の
支
払
に

関
す
る
事
項

（
新
設
）

九
〜
十
三

（
略
）

八
〜
十
二

（
略
）

（
共
通
経
費
の
配
賦
基
準
）

（
共
通
経
費
の
配
賦
基
準
）

第
八
条
の
二

機
構
は
、
機
構
法
第
十
二
条
の
三
の

規
定
に
よ
り
区
分
し
て
経
理
す
る
場
合
に
お
い

て
、
一
の
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
べ
き
事
項
が
他

の
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
べ
き
事
項
と
共
通
の
事

第
八
条
の
二

機
構
は
、
機
構
法
第
十
二
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
区
分
し
て
経
理
す
る
場
合
に
お
い

て
、
経
理
す
べ
き
事
項
が
当
該
区
分
に
係
る
勘
定

以
外
の
勘
定
に
お
い
て
経
理
す
べ
き
事
項
と
共
通

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
三
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
八
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十

六
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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